
武蔵野北 高等学校 令和7年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：吉田高志

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：
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・指導事項
「力とそのはたらき」
「力のつりあい｝
「運動の法則」
「摩擦を受ける運動」
「液体や気体から受ける力」

・教材
　教科書
　プリント
　問題集
　ICT機器

・摩擦角を理解し、静止摩擦係
数を求める実験から係数値を計
算で求める。

【知識・技能】
・重力，垂直抗力，摩擦力，糸が引く力，弾性力
について，理解できている。
・圧力を求める式を理解できている。
・注目する物体にはたらく力が指摘でき，つりあ
いの式が立てられる。
・さまざまな運動をしている物体について，運動
方程式を立てて考えることができる。
・水中にある物体にはどのような浮力がはたらく
かを理解している。
【思考・判断・表現】
・フックの法則とばね定数の意味を理解し，グラ
フからばね定数を読み取ることができる。
・慣性の法則，運動方程式が理解でき，問題解決
にあたって式の運用が正しくできる。
・水中にある物体には，どのような水圧が加わる
か，またどのような浮力がはたらくかを正しく理
解し，説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・物体の運動状態は，受ける力とどのような関係
にあるかについて興味・関心をもち，理解しよう
としている。
・日常の現象などを通して，水中や空気中で圧力
があることに関心を寄せ，それらの圧力はどのよ
うにしてはかることができるか考えようとしてい
る。
・静止摩擦係数を調べる実験に主体的に取り組ん
でいる。

○ ○

定期考査

１
学
期

○

態

B 運動の法則
【知識及び技能】
・力は，物体の変形や運動状態の変化の原因となるも
のであり，向きと大きさをもったベクトル量であるこ
とを理解させる。
・慣性の法則では，物体にはたらく力の合力が0であ
るとき，物体は等速直線運動（または静止）をし続け
ることを理解させる。運動方程式では，物体は力を受
けると加速すること，また，生じる加速度の大きさは
質量に反比例し，力の大きさに比例することを，実験
をもとにして理解させる。
・液体や気体の中では物体は圧力を受けることや，圧
力の式とその単位について理解させる。また，液体や
気体中にある物体には浮力がはたらくこと，および，
浮力の大きさについてアルキメデスの原理が成りたつ
ことを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・フックの法則とばね定数の意味を理解させ，グラフ
からばね定数を読み取らせる。
・慣性の法則，運動方程式を理解させ，問題解決にあ
たって式の運用を正しくできるようにする。
・水中にある物体に，どのような水圧が加わるかを正
しく理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・物体の運動状態は，受ける力とどのような関係にあ
るかについて興味・関心を持たせる。
・日常の現象から水中や空気中で圧力があることに関
心を寄せ，それらの圧力はどのようにしてはかること
ができるか考えさせる。

○

配当
時数

A 速度と加速度
【知識及び技能】
・等速直線運動についてx－ｔ図とv－ｔ図の特徴と，
そのグラフがもたらす情報を理解させる。動いている
物体から見た他の物体の速度が相対速度であることを
示し，相対速度の式を理解させる。また，学習状況に
応じて，「発展」で「平面上の速度の合成・速度の分
解・速度の成分」，「平面上の相対速度」についても
扱う。
・直線運動における加速度の定義を理解させる。等加
速度直線運動における3つの式を理解させ，その具体
的な運用に慣れさせる。また，学習状況に応じて，
「発展」で「平面運動の加速度」についても扱う。
・自由落下や鉛直投射などの式が書けるようにし，そ
の運用に慣れさせる。学習状況に応じて，「発展」で
「水平投射の式」，「斜方投射」まで扱う。
【思考力、判断力、表現力等】
・等速直線運動,等加速度直線運動する物体のようす
について説明できるようにする。
・等加速度直線運動する物体のようすについて説明で
きるようにする。
・加速度の意味・表し方，またこれらはグラフ上では
どのように示されるかを正しく理解し，それをもとに
物体の運動のようすを考えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
・速さ，時間，進む距離についての関係に興味をも
ち，速さと速度の違いや，相対速度の意味や使い方を
理解する。
・落下する物体の運動に興味をもち，自由落下する物
体の運動，鉛直投射された物体の運動の表し方を理解
する。

・指導事項
「速度」
「等速直線運動」
「相対速度」
「加速度」
「等加速度直線運動」
「落体の運動」
・教材
　教科書
　プリント
　問題集
　ICT機器
・記録タイマーを正しく用い
て，重力加速度の大きさを測定

すし、9.8m/s2前後の値になるこ
とを確認する。

【知識・技能】
・等速直線運動の式およびx－t図，v－ｔ
　図を理解できている。
・合成速度，相対速度の意味と求め方を理解して
いる。
・等加速度直線運動を表す3つの式がどのようにし
て得られたかを理解し，その式やグラフを正しく
運用することができる。
・自由落下や鉛直投射において，与えられた時刻
における高さや速度を与える式の運用ができる。
【思考・判断・表現】
・等速直線運動,等加速度直線運動について,運動
のようすを説明できる。
・速度の意味・表し方，またこれらはグラフ上で
はどのように示されるかを正しく理解し，それを
もとに物体の運動のようすを考えることができ
る。
・重力加速度の大きさを測定し，文献などで調べ
た値と比較し，文献値と測定値の間に生じた誤差
の原因について考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・速さ，時間，進む距離についての関係に興味を
もち，速さと速度の違いや，相対速度の意味や使
い方を理解しようとしている。
・物体のスタート直後の速さの比較によって，加
速度を学ぶ意味を理解しようとしている。
・重力加速度の大きさを測定する実験に主体的に
取り組んでいる。

○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにす
る。

物体の運動と様々なエネルギーに主体
的に関わり，科学的に探究しようとす
る態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

物理基礎演習
理科 物理基礎演習 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

日常生活や社会との関連を図りながら，物体の運動と様々なエネ
ルギーについて理解するとともに，科学的に探究するために必要
な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにす
る。

観察，実験などを行い，科学的に探究する
力を養う。

数研出版「物理基礎」

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

物理基礎演習

【 知　識　及　び　技　能 】

理科



D 熱
【知識及び技能】
・温度は，原子や分子の熱運動の激しさを示すもので
あり，熱運動が停止するときの温度を0とする絶対温
度について理解させる。
・熱の移動がエネルギーの移動であることを説明し，
熱がエネルギーの一形態であることを理解させる。熱
容量や比熱の定義を理解させたうえで，温度をΔＴ
〔K〕変化させるのに必要な熱量を，熱容量や比熱を
用いて表すことができるようにする。また，外部との
熱のやりとりがない場合，熱量が保存されることを理
解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・温度や熱容量，比熱はどのような物理量か，自分の
言葉で説明する。
・日常的な現象を熱と仕事の関係を踏まえて説明す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・ものの温まりやすさなど，熱にかかわる現象につい
て興味関心をもち，理解しようとする。
・熱と仕事の関係について興味関心をもち，理解しよ
うとする。
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・指導事項
「熱と温度」
「熱と仕事」

・教材
　教科書
　プリント
　問題集
　ICT機器

・仕事による水温の上昇実験に
ついてグラフから、仕事と熱の
関係を推測する。

【知識・技能】
・温度，熱運動，熱量，比熱，熱容量などを正し
く理解している。
・熱量の保存について理解し，熱量保存の式を立
てることができる。
・物質が，固体→液体，液体→気体になる際の，
熱のやりとりについて理解している。
・仕事と熱の関係や熱力学第一法則について理解
している。
・熱機関と熱機関の効率について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・温度や熱容量，比熱はどのような物理量か，自
分の言葉で説明できる。
・日常的な現象を熱と仕事の関係を踏まえて説明
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・ものの温まりやすさなど，熱にかかわる現象に
ついて興味関心をもち，理解しようとしている。
・熱と仕事の関係について興味関心をもち，理解
しようとしている。

○ ○ ○

○ 4

２
学
期

定期考査

○

１
学
期

C 仕事とエネルギー
【知識及び技能】
・仕事の定義を正確に把握させる。特に，物体の移動
方向に垂直にはたらく力は仕事をしないこと，移動の
向きと力の向きが逆のときは仕事は負になることにつ
いて具体的に理解させる。

・運動エネルギーの式1/2×mv2を導けるようにする。
また，物体の運動エネルギーの変化が物体にされた仕
事に等しいことを理解させる。
・高い所にある物体は他の物体に対して仕事をするこ
とから，重力による位置エネルギーをもっていること
を理解させる。
・力学的エネルギー保存則は，物体にはたらく力が保
存力だけのとき，あるいは保存力以外の力がはたらい
ていてもその力が物体に対して仕事をしないときに成
りたつことを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・仕事の原理を理解し，道具を用いたときに必要な仕
事がどうなるかを説明できるようにする。
・運動エネルギーの変化は仕事に等しいことから物体
の運動を説明できるようにする。
・位置エネルギーについて説明することができるよう
になる。
・力学的エネルギー保存則を用いて，物体の運動を定
性的に考える。
【学びに向かう力、人間性等】
・日常用いる「仕事」と物理でいうところの「仕事」
について違いを理解しようとしている。
・位置エネルギーについて，仕事をする能力を秘めて
いることに興味を持たせる。
・力学的エネルギー保存則の実験に主体的に取り組ま
せる。

・指導事項
「仕事」
「運動エネルギー」
「位置エネルギー」
「力学的エネルギーの保存」

・教材
　教科書
　プリント
　問題集
　ICT機器

・糸振り子を利用して、力学的
エネルギー保存について確認す
る。

【知識・技能】
・仕事，仕事率を求めることができる。
・物体に対して力がはたらいていても，仕事が0の
ときもあることを理解している。
・運動エネルギーの変化は物体にされた仕事に等
しいことを理解している。
・物体が基準点まで移動するときに保存力がする
仕事が，位置エネルギーであることを理解してい
る。
・力学的エネルギー保存則が成りたつための条件
が整っているかどうかを判断できる。
【思考・判断・表現】
・「仕事の原理」を理解し，道具を用いたときに
必要な仕事がどうなるかを説明できる。
・運動エネルギーの変化は物体にされた仕事に等
しいことを用いて物体の運動を説明できる。
・重力による位置エネルギー，弾性力による位置
エネルギーについて説明することができる。
・力学的エネルギー保存則を用いて，物体の運動
を定性的に考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日常用いる「仕事」と物理で使う「仕事」の違
いを理解し，物理でいうところの「仕事」につい
て理解しようとしている。
・位置エネルギーについて，仕事をする能力を
「秘めて」いることに興味をもち，理解しようと
している。
・力学的エネルギー保存則の実験に主体的に取り
組んでいる。

○

E 波の性質
【知識及び技能】
・波動とは，媒質の1点に起こった振動が，媒質中を
少しずつ遅れて伝わっていく現象であることを理解す
る。
・媒質がどのような振動状態であるかを表す量である
位相について扱い，同位相，逆位相についても理解さ
せる。
・媒質の振動の方向に対して垂直な方向へ伝わる波形
が横波，媒質の振動と同じ方向へ伝わる波形が縦波で
ある。つる巻きばねを用いて観察させ、理解させる。
・波の重ねあわせの原理では，2つの波がある点に同
時に達したときの変位は，2つの波が単独に達したと
きの変位の和であることを理解させる。
・定在波の媒質は，場所によって振幅が異なることを
理解させる。
・「発展」で「波の波面、波の干渉、波の反射と屈
折、波の回折」を扱う。
【思考力、判断力、表現力等】
・波の伝わるようすを，グラフで表現する。
・定在波を発生させる条件を正しく理解させ，説明で
きるようにする。
・固定端と自由端での波の反射について，その違いを
明確に説明する。
【学びに向かう力、人間性等】
・身近な波の現象に興味をもたせ，波の発生原理や基
本事項について理解しようとする。
・波が衝突や反射するときどのようになるか，興味を
持って，自分の考えを述べるようにする。

・指導事項
「波と媒質の振動」
「波の伝わり方」

・教材
　教科書
　プリント
　問題集
　ICT機器

・波動のグラフを描き、波の伝
わる速さについて、基本法則を
導き出す。

【知識・技能】
・波の発生原理や基本事項を理解している。
・縦波と横波の違いを理解している。
・定在波の生じるしくみを理解している。
・ウェーブマシンの実験・観察を通して，波の重
ねあわせの原理や自由端・固定端での波の反射に
ついて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・波の伝わるようすを，グラフで表現することが
できる。
・定在波を発生させる条件を正しく理解し，説明
できる。
・固定端と自由端での波の反射について，その違
いを明確に説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近な波の現象に興味をもち，波の発生原理や
基本事項について理解しようとしている。
・波が衝突や反射するときどのようになるか，興
味を持って，自分の考えを述べることができる。

○ ○ ○ 4

定期考査



G　音のドップラー効果
【知識・技能】
・波源と観測者とが相対的に運動しているときには，
観測者が受ける振動数は波源本来の振動数とは異なる
ことを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・音源が動く場合には，観測者の運動に関係なく波長
が変化することを理解させる。
【学びに向かう力、人間性等】
・音のドップラー効果に興味をもち，なぜそのような
現象が起こるか理解しようとし、演習に主体的に取り
組む。

・指導事項
「音のドップラー効果」

・教材
　教科書
　プリント
　問題集
　ICT機器

【知識・技能】
・ドップラー効果の式を用いて，観測者が聞く音
の振動数を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・運動している音源から出た音の波長が，音源の
前方と後方でどのように変化するかを説明するこ
とができる。
・観測者が動く場合（音源は静止）のドップラー
効果がなぜ起きるか説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近な現象である音のドップラー効果に興味を
もち，なぜそのような現象が起こるか理解しよう
としている。

２
学
期

3

H　電気
【知識・技能】
・物体の帯電するしくみを理解させる。
・電圧、電流、電気抵抗の間には，オームの法則が成
りたつことを理解させる。
・導体、不導体、半導体の違いについて理解する。
・オームの法則，抵抗の接続，抵抗率の基礎について
理解する。
・導体の両端に電圧を加えると，導体内にある自由電
子は導体内に生じる電場により加速されて電流が生
じ，加速された自由電子は導体中の陽イオンに衝突し
て運動エネルギーを陽イオンに与え，陽イオンの熱運
動が激しくなって導体の温度が上がることを理する。
・直線電流，円形電流，ソレノイドのつくる磁場の向
きを判断する。
・交流電圧の基本について理解する。
・変圧器と送電の基本について理解する。
・電磁波の振動数と波長の関係を理解する。また，ラ
ジオ放送やテレビ放送，携帯電話など，身近に使われ
ている電磁波の周波数についても把握する。
【思考力、判断力、表現力】
・ガラス棒を絹などでこすった際に，それぞれどのよ
うな帯電状態になるかを説明できる。
・オームの法則を理解し，I-Vグラフより，金属の抵
抗値を求めることができる。
・電気回路の接続ごとの電流，電圧の大きさについて
適切に理解しており，説明できる。
・ジュール熱について，電流と電圧とどのような関係
にあるか説明できる。
・電流と磁場の関係について説明できる。
・交流電圧の基本について理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近な静電気現象について，なぜそうなるかを述べ
ることができる。
・電気回路の抵抗の接続のしかたを変えたとき，抵抗
に加わる電圧と流れる電流の値がどのようなるかにつ
いて，主体的に考えることができる。
・直流と交流の違いや送電時の工夫について，主体的
に考えることができる。

・指導事項
「電気の性質」
「電流と電気抵抗」
「電気とエネルギー」
「電流と磁場」
「交流と電磁波」

・教材
　教科書
　プリント
　問題集
　ICT機器

・オームの法則を実験により定
量的に検証する。また，実験か
ら，物体の長さや断面積と抵抗
値の関係について理解する。

【知識・技能】
・物体の帯電するしくみを理解している。
・導体・不導体，半導体の違いについて理解して
いる。
・オームの法則，抵抗の接続，抵抗率の基礎につ
いて理解している。
・電力量と電力の意味（およびその公式）につい
て理解している。
・直線電流，円形電流，ソレノイドのつくる磁場
の向きを判断することができる。
・交流電圧の基本について理解している。
・変圧器と送電の基本について理解している。
・電磁波の振動数と波長の関係を理解している。
また，ラジオ放送やテレビ放送，携帯電話など，
身近に使われている電磁波の周波数についても把
握している。
【思考力、判断力、表現力】
・ガラス棒を絹などでこすった際に，それぞれど
のような帯電状態になるかを説明できる。
・オームの法則を理解し，I-Vグラフより，金属の
抵抗値を求めることができる。
・電気回路の接続ごとの電流，電圧の大きさにつ
いて適切に理解しており，説明できる。
・ジュール熱について，電流と電圧とどのような
関係にあるか説明できる。
・電流と磁場の関係について説明できる。
・交流電圧の基本について理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近な静電気現象について，なぜそうなるかを
述べることができる。
・電気回路の抵抗の接続のしかたを変えたとき，
抵抗に加わる電圧と流れる電流の値がどのような
るかについて，主体的に考えることができる。
・直流と交流の違いや送電時の工夫について，主
体的に考えることができる。

2

合計
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F　音
【知識及び技能】
・空間を伝わる音波は空気を媒質とする縦波であるこ
とを理解させる。
・うなりの現象を実験によって観察させ，その理由を
理解させる。
・弦の振動は，弦の両端を節とする定在波であること
を，観察をもとにして理解させる。
・気柱の固有振動は開端を腹，閉端を節とする定在波
であることを把握させる。
・振動体にその固有振動の周期と等しい周期で変化す
る外力を加えると，振動体は大きく振動するようにな
る（共振・共鳴）ことを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
・オシロスコープによる音波の波形図を用いて、音の
3つの要素について，自分の言葉で説明する。
・日常的な現象を熱と仕事の関係を踏まえて説明す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・弦や気柱の振動の実験や，振り子の共振の実験にお
いて，主体的に取り組む。
・モノコードにより弦の振動と音階の関係について、
自分の考えを述べる

・指導事項
「音の性質」
「発音体の振動と共振・共鳴」

・教材
　教科書
　プリント
　問題集
　ICT機器

・オシロスコープによる音波の
波形図から振動のグラフを理解
する。
・気柱共鳴装置を用い，気柱の
共鳴音からおんさの振動数や音
速を求めることができるように
する。

【知識・技能】
・日常生活での体験を通して，音の波としての性
質を理解している。
・うなりについて，音の干渉の知識を用いて定量
的に扱うことができる。
・弦や気柱の振動と音の高さの関係について理解
している。
【思考力、判断力、表現力等】
・音を伝える際，空気などの媒質が必要であるこ
とを説明できる。
・音の3つの要素について説明できる。
・うなりとはどのような現象であるかを説明でき
る。
・弦楽器の音にはどのようなことが関係している
かを，これまでの学習内容を踏まえて考えること
ができる。
・倍音とはどのような振動数の音であるかを説明
できる。
・気温と管楽器からの音の振動数にはどのような
関係があるかを考察し，説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近な音の現象に興味をもち，基本事項につい
て理解しようとしている。
・弦楽器や管楽器について，どのようにして音の
高さを変えているかについて，自分の考えを述べ
ることができる。
・音に関する問いかけについて，自分の言葉で表
そうとしている。
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